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表紙写真　募集中 !
今月の表紙：私の好きな下諏訪「万治の石仏」

（撮影：林　常 雄 さん）



12 月 定 例 会  議 案 等 賛 否 一 覧

議案名等（省略）

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

議決等結果

否　決議会の議員の定数を定める条例の一部改正 
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賛成者は「○」、反対者は「×」とします。
※可否同数のため、議長の裁決権行使により議決しました。

2しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

→詳しくは４ページ⑤へ

→詳しくは14、15ページ「特別企画」へ

→詳しくは３ページへ

→詳しくは５ページ⑦～⑬へ

→詳しくは５ページ⑮へ
→詳しくは４ページ①へ
→詳しくは４ページ②へ

→詳しくは４ページ③へ

→詳しくは４ページ④へ

→詳しくは４ページ⑥へ
→詳しくは５ページ⑭へ

12月定例会

監査委員の選任 
教育委員会委員の任命 
【専決処分】令和４年度一般会計補正予算（第５号）
個人情報保護法施行条例の制定
情報公開・個人情報保護審査会条例の制定
公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正 
職員の定年等に関する条例の一部改正
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備 
消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
令和４年度一般会計補正予算（第６号）
令和４年度温泉事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第２号）
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 
特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部改正 
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 
令和４年度一般会計補正予算（第７号） 
令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度温泉事業特別会計補正予算（第２号） 
令和４年度水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度下水道事業会計補正予算（第１号）
議会の個人情報の保護に関する条例の制定
議会の議員の定数を定める条例の一部改正

介護保険制度の改善を求める陳情
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情
要介護１、２の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に
移行すること等についての意見書提出に関する陳情

介護保険制度の改善を求める意見書
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書

意　見　書　案　名

陳　　　情　　　名

議　　案　　名（一部省略）

賛
否
一
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陳情・意見書案の審査結果

　介護事業所では深刻な人手不足と、低い介護報酬
のもとで経営難が続いており、コロナ禍は更にその
事態を加速させています。政府は、介護保険制度の
見直しを検討していますが、その内容には負担増と
給付削減の提案が目白押しです。
　介護保険制度の改善を求め、①利用料の引き上げ、
要介護１、２の生活援助などの保険外し、ケアプラン
の有料化、貸与の福祉用具を購入に変更することな

どの見直しを行わないこと②介護従事者の給与の引
き上げと、大幅増員、人員配置基準の見直しを行う
こと③利用者や介護事業者が安心して介護を受けら
れるよう、新型コロナウイルス感染症対策を強化す
ること④介護保険料、利用料、食費、居住費などの
負担軽減、介護報酬の改善など介護保険の抜本的な
見直しを行うこと等を国に求める内容です。

陳情第15号

陳情採択を受け

陳情者 諏訪地方社会保障推進協議会

介護保険制度の改善を求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

陳情第16号 陳情者 長野県医療労働組合連合会

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

陳情第17号 陳情者 公益社団法人 認知症の人と家族の会

要介護1、2の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に
移行すること等についての意見書提出に関する陳情　　　　　　　全会一致で採択

3 しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

　介護保険制度が始まって22年が経過し、国民の間
に定着してきました。この制度の持続的かつ安定的
な運営のためには、将来にわたって自治体の財政負
担や被保険者の負担が過重にならないよう、国庫負
担の引き上げが必要です。ところが、今、政府で検
討されている介護保険制度の改正案は、制度の根幹

に関わる内容です。したがって、①介護保険サービ
ス利用料の負担増を行わないこと②要介護１、２の
介護サービスを地域支援事業への移行は行わないこ
と③ケアプラン作成料の全額支給を維持すること
④介護老人保健施設などの多床室室料を新設しない
ことを国に求めるものです。

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　　全会一致で可決

意見書案第11号 生活文教常任委員会提案

陳情15号・第17号の採択を受け

介護保険制度の改善を求める意見書　　   　　　　　　国へ　　　全会一致で可決

意見書案第10号 生活文教常任委員会提案

　新型コロナウイルス感染拡大により、「医療崩壊」
や「介護崩壊」が起こりました。感染対策の遅れや、
他の先進諸国と比べて圧倒的に少ない医師や看護師、
介護職員や保健師の不足が根本的な原因です。ケア
労働者の処遇改善、労働時間規制などの対策は、猶
予できない喫緊の課題です。
　安全・安心の医療・介護を実現するため、　　　

①医師・看護師・介護職員などの配置基準の抜本的
な見直し、大幅増員、賃上げの支援②医療や介護現
場における「夜勤交替制労働」に関わる労働環境の
抜本的な改善③公立・公的病院の拡充・強化と、保
健所の増設など公衆衛生体制の拡充④患者・利用者
の負担軽減を、国に求める内容です。

陳
情
・
意
見
書
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国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ
り

Ｒ
５
年
４
月
１
日
か
ら
新
法
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
法
の
施
行
に

必
要
な
事
項
を
制
定
。
今
回
の
制
定
に
よ

っ
て
、
社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
の
中
で
、
個

人
の
利
益
や
権
利
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

　
施
行
日
ま
で
に
、
し
っ
か
り
準
備
し
て

ほ
し
い
、
町
民
の
情
報
が
し
っ
か
り
守
ら

れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
の
討
論
が
あ
り
、

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
町
と
し
て
新
法
の
適
正
か
つ

公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
「
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
を
設
置
。
構
成

メ
ン
バ
ー
は
５
名
で
、
町
長
が
任
命
し
ま

す
。

④
消
防
団
員
報
酬
等
の
改
定

③
職
員
の
定
年
が
順
次
延
長

⑤
人
事
院
勧
告
に
伴
い
改
正

⑥
温
泉
漏
湯
箇
所
・
早
期
改
修

①
個
人
情
報
を
守
り
ま
す

②
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　審
査
会
を
設
置

　
町
と
し
て
新
た
な
対
応
を
構
築
し
て
い

く
た
め
の
も
の
な
の
で
賛
成
と
の
討
論
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
①
Ｒ
５

年
４
月
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
定
年
を
引

き
上
げ
、
Ｒ
13
年
４
月
に
は
定
年
を
65
歳

と
す
る
こ
と
②
60
歳
に
達
し
た
課
長
、
課

長
補
佐
は
管
理
監
督
職
以
外
の
職
に
降
任

す
る
制
度
③
定
年
前
の
60
歳
以
上
の
職
員

が
い
っ
た
ん
退
職
し
た
上
で
短
時
間
勤
務

に
移
行
す
る
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
制
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
職
員
組
合
の

執
行
部
に
Ｒ
４
年
10
月
に
説
明
し
て
お
り
、

町
に
対
し
て
「
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
経
験
も
継
承
で
き
、
住
民
理
解

も
得
ら
れ
る
の
で
賛
成
と
の
討
論
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
。

　
消
防
庁
か
ら
Ｒ
３
年
に
出
さ
れ
た
助
言

に
基
づ
き
、
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
、
出

動
報
酬
、
消
防
団
員
定
数
を
改
定
す
る
も

の
。

　
年
額
報
酬
に
つ
い
て
は
、
団
員
は
１
万

９
６
０
０
円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円
に
、

班
長
は
３
万
２
３
０
０
円
か
ら
３
万
９
０

０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
出
動
報

全
会
一
致
で
可
決
。

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年1月27日 4

地域の消防力向上のため報酬改定

酬
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
出
動
４
時
間
以

上
の
場
合
は
１
日
に
つ
き
８
０
０
０
円
、

４
時
間
未
満
の
場
合
は
１
日
に
つ
き
４
０

０
０
円
、
訓
練
等
は
１
日
に
つ
き
１
０
０

０
円
に
改
正
。
　
　

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
自
営
業

団
員
の
減
少
、
会
社
の
事
業
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
消
防
団
員
定
数
を
２
８
１
人
か

ら
２
３
０
人
へ
変
更
。

　
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

処
遇
改
善
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
賛
成

と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
議
会
の
最
終
日
に
は
、
国
の
人
事
院
勧

告
に
合
わ
せ
て
、
町
の
常
勤
特
別
職
、
一

般
職
員
、
議
員
報
酬
を
改
定
。
そ
れ
に
伴

い
、
関
係
す
る
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

補
正
を
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　
現
在
、
高
木
地
積
の
Ｊ
Ｒ
線
路
近
接
地

敷
地
内
で
漏
湯
し
て
い
る
箇
所
と
同
様
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
設
計
委
託
料

と
工
事
費
の
補
正
で
す
。

　
漏
湯
閉
栓
箇
所
の
工
事
は
今
年
度
中
に
、

同
様
の
箇
所
は
来
年
度
の
早
期
に
工
事
を

行
う
た
め
の
も
の
。

　
ま
た
、
電
気
料
高
騰
に
よ
る
増
額
補
正

も
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
。



　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
よ
る
、
役
場

庁
舎
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
や
通
園
バ
ス

な
ど
の
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
火
葬
場
や

し
尿
処
理
場
に
関
わ
る
湖
北
行
政
事
務
組

合
負
担
金
の
増
額
（
公
共
施
設
の
う
ち
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
ハ
イ
ム
天
白
、
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
共
用
車
両
及
び
各

課
専
属
車
両
な
ど
当
初
予
算
で
対
応
が
可

能
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
除
き
ま
す
）。

　
Ｒ
５
年
４
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
準
備

経
費
の
約
３
割
に
あ
た
る
３
３
５
万
円
。

　
空
き
店
舗
活
性
化
補
助
金
は
、
小
売
業

１
件
、
飲
食
業
２
件
分
。
商
工
業
振
興
助

成
金
は
、
商
業
施
設
新
設
１
件
、
空
き
工

場
活
性
化
促
進
１
件
分
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
返
納
金
は
、
令
和
２

年
度
中
に
町
の
制
度
融
資
を
受
け
繰
り
上

げ
償
還
を
行
っ
た
、
19
件
分
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付

等
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
窓
口

係
を
来
年
１
月
〜
３
月
ま
で
一
人
増
員
。

　
小
中
学
校
４
校
で
、
消
毒
な
ど
の
消
耗

品
の
他
、
各
校
の
状
況
に
応
じ
た
備
品
購

入
に
77
万
円
。
半
分
は
国
庫
補
助
。

　
保
護
者
連
絡
用
ア
プ
リ
導
入
に
伴
う
各

保
育
室
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
、
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
に
4
0
6
万
円
。

ま
た
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
も
。

　
⑦
〜
⑬
に
つ
い
て
、
光
熱
水
費
等
の
補

正
は
物
価
高
騰
に
起
因
す
る
も
の
で
仕
方

な
い
。
保
育
園
な
ど
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設

備
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
は
、
時
代
に
即
し

た
も
の
と
理
解
し
、
賛
成
と
の
討
論
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
可
決
。

生
活
文
教
常
任
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

⑦
公
共
施
設
の
光
熱
水
費

⑧
県
議
会
議
員
選
挙
準
備

⑨
商
工
業
振
興
事
業
費
５
５
３
万
円

⑩
コ
ロ
ナ
関
連
国
庫
返
納
金
３
７
０
万
円

⑪
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
増

⑫
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
更
に

⑬
保
育
園
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

⑭
ハ
イ
ム
天
白
へ
の
寄
附
を
積
み
立
て

　
寄
附
金
と
し
て
賜
っ
た
５
万
７
千
円
を
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
祉
施
設
基
金
に

積
み
立
て
ま
す
。

　
福
祉
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
大
変
あ

り
が
た
い
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
可
決
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
給
付
事
業 

　
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰

等
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
。

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
給
付
事
業

　
前
述
の
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
ら
な

い
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
あ
た

り
３
万
円
を
支
給
。

中
小
製
造
業
者
物
価
高
騰
等

　
　
　
　
　
　
　
　緊
急
支
援
補
助
金

　
町
内
の
中
小
製
造
業
者
に
対
し
、「
も
の

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
し
も
す
わ
」
に
お

い
て
、
一
律
10
万
円
を
給
付
。

5

／７　・８

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？

次回３月定例会の予定は以下のとおりです。

開会日（予定）

（金）
２／24

一般質問（予定）

（火） （水）
３

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

生
活
文
教
常
任
委
員
会

生
活
文
教
常
任
委
員
会

一般会計増額　5,899万円
エネルギー価格高騰に　
　　　伴う予算追加など

　
議
会
初
日
の
専
決
事
項

　
議
会
初
日
の
専
決
事
項

⑮
議
会
初
日
の
専
決
事
項



下諏訪町議会のホームページか
ら一般質問の詳細や録画を見る
ことができます。
パソコンやスマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

6しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

　12月定例会の一般質問は、代表質問を２
グループ、単独質問を６人が行いました。

６Ｐ　日本共産党
　　　　　代　　表：金井　敬子
　　　　　関連質問：増沢　昌明
　　　　　　　　　　松井　節夫

「住宅リフォーム補助制度　復活を」

８Ｐ　令　和　会
　　　　　代　　表：中山　　透
　　　　　関連質問：田嶋　　彰
　　　　　　　　　　中村　光良

「新年度観光活性化への町の考えは」

９Ｐ　　　岩村　清司
「２市１町合併協設置請求に対する考えは」

10Ｐ　　　野沢　弘子
「通園バス置き去り防止の具体的施策は」

　　　　　樽川　信仁
「企業版ふるさと納税をどう進めるか」

11Ｐ　　　林　　元夫
「町独自の経済対策が必要」

　　　　　青木　利子
「新年度のグランドデザイン事業について」

12Ｐ　　　大橋　和子
「子育て支援と家庭教育について」

問
　
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
も
ぜ
ひ

対
象
に
加
え
た
上
で
の
復
活
を
。

産
業
振
興
課
長
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

起
業
支
援
の
中
で
空
き
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は
あ
る
が
、

使
い
勝
手
が
よ
く
な
る
よ
う
見

直
す
。

問
　
臨
時
経
営
安
定
資
金
の
期

間
延
長
、
融
資
限
度
額
の
引
き

上
げ
な
ど
拡
充
を
。

産
業
振
興
課
長
　
今
月
下
旬
の

融
資
制
度
会
議
に
て
議
論
す
る
。

問
　
町
民
生
活
を
守
る
た
め
に

最
も
有
効
な
の
は
、
消
費
税
の

引
き
下
げ
で
は
。
消
費
税
５
％

へ
の
引
き
下
げ
と
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
を
国
に
求
め
て

ほ
し
い
が
。

町
長
　
国
の
制
度
に
つ
い
て
、

意
見
を
言
う
立
場
に
は
な
い
。

問
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
大
ホ
ー
ル

吊
り
天
井
改
修
か
ら
の
着
手
を

想
定
し
て
い
る
が
、
来
年
度
に

実
施
設
計
、
再
来
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
見
込
み
。

問
　
旧
矢
﨑
商
店
活
用
の
議
論

進
捗
状
況
と
来
年
度
具
体
化
は
。

町
長
　
建
物
の
構
造
が
複
雑
で
、

現
況
調
査
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
、
活
用
方

法
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
。

２年前に議員も大ホール天井裏を視察

＜グループ名＞

＜所属議員＞

日本共産党

増 沢 昌 明 議員
松 井 節 夫 議員
金 井 敬 子 議員

問

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

　復
活
を

産
業
振
興
課
長

　来
年
度
に
向
け
前
向
き
に
検
討

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

ます　ざわ　まさ　あき

まつ　 い　 せつ　 お

かな　 い　 けい　 こ

一
般
質
問



来
年
度
も
「
活
用
に
係
る
調
査

委
員
会
」
で
検
討
を
継
続
。
今

年
度
の
予
算
は
、
現
況
調
査
等

で
執
行
。

問

　「買
い
物
困
難
住
民
」に
対

す
る
全
町
的
支
援
を
。「
や
し

マ
ル
シ
ェ
」
の
販
売
場
所
の
拡

充
や
、
民
間
事
業
者
の
移
動
販

売
車
へ
支
援
実
施
の
検
討
・
実

施
を
。

住
民
環
境
課
長
　
民
間
移
動
販

売
車
が
、「
や
し
マ
ル
シ
ェ
」と

重
複
し
な
い
場
所
で
販
売
実
施

中
だ
が
、
町
と
の
契
約
関
係
は

な
く
、
拡
充
要
望
は
で
き
な
い
。

町
長
　
大
型
店
舗
建
設
の
進
捗

に
よ
り
、「
や
し
マ
ル
シ
ェ
」「
あ

ざ
み
号
」の
見
直
し
を
検
討
。

問

　多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で

い
る「
イ
オ
ン
」の
早
期
開
店
と
、

新
店
舗
建
設
・
開
店
の
時
期
の

提
示
を
求
め
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
先
方
に
出
向
い
て
の
働

き
か
け
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　社
会
福
祉
協
議
会
は
、
委

託
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
業
務

が
多
種
多
様
で
、
多
く
の
職
員

が
兼
務
で
行
っ
て
い
る
。
給
与

の
引
き
上
げ
も
ま
ま
な
ら
ず
、

経
営
が
大
変
な
た
め
、
補
助
拡

充
を
。ま
た
、職
員
増
で
手
狭
な

事
務
所
を
何
と
か
す
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
広
域
や
町
か

ら
の
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
度
末
の
調
整
で
赤
字
は
生
じ

て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収

入
が
減
っ
て
い
る
も
の
は
あ
る
。

事
務
所
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

社
協
と
検
討
し
て
い
る
が
候
補

地
が
少
な
い
現
状
。
検
討
を
続

け
る
。

町
長
　
事
業
に
よ
っ
て
は
赤
字

の
も
の
も
あ
り
、
先
が
見
通
せ

な
い
と
も
聞
い
て
い
る
。
予
算

編
成
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問

　保
育
園
・
小
・
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
を
。

町
長
　
厳
し
い
町
財
政
で
の
一

律
無
償
化
は
困
難
。
生
活
困
窮

世
帯
に
は
、
手
厚
く
支
援
し
て

い
る
。

問

　子
ど
も
の
医
療
費
の
完
全

窓
口
無
料
化
の
実
現
を
。

町
長
　
受
給
者
の
負
担
は
必
要
。

県
内
６
割
の
自
治
体
が
「
負
担

あ
り
」。
全
国
知
事
会
で
全
国

一
律
の
制
度
を
求
め
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問

　一
時
保
育
や
年
度
途
中
の

未
満
児
保
育
の
受
け
入
れ
申
し

込
み
に
添
え
て
い
な
い
事
例
が

あ
る
。
保
育
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

柔
軟
な
受
け
入
れ
体
制
確
立
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
未
満
児
保

育
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
が
、

保
育
士
不
足
で
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
来

年
度
は
、
希
望
に
添
え
る
よ
う

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

　通
学
路
危
険
個
所
へ
の
対

策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
対
策
が
必
要

な
19
か
所
の
う
ち
17
か
所
は
対

応
済
み
。

問

　向
陽
坂
途
中
の
駐
輪
場
・

向
陽
坂
の
暗
さ
解
消
や
、
側
溝

の
蓋
設
置
な
ど
安
全
確
保
を
求

め
る
生
徒
や
地
域
か
ら
の
声
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　「
駐
輪
場

へ
の
照
明
設
置
は
困
難
」
と
い

う
の
が
、
高
校
の
見
解
。

建
設
水
道
課
長
　
道
路
照
明
灯

は
、
各
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

車
両
交
通
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
箇
所
に
設
置
。
向
陽
坂
は
そ

れ
に
あ
た
ら
ず
、
増
設
は
難
し

い
。

町
長
　
関
係
部
署
で
点
検
の
上
、

区
長
、
町
内
会
長
も
交
え
て
の

意
見
交
換
を
予
定
。

問

　町
内
で
の
陽
性
者
数
や
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
状
況
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
県
の
方
針
に
よ
り
、

９
月
26
日
以
降
、
数
は
圏
域
ご

と
の
公
表
。
町
は
感
染
防
止
を

呼
び
掛
け
る
啓
発
や
、
警
戒
情

報
の
広
報
等
に
努
め
る
。

問

　い
ま
だ
反
対
意
見
が
少
な

く
な
い
「
町
道
田
中
線
歩
道
改

修
工
事
」に
つ
い
て
、住
民
説
明

会
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
住
民
説
明
会
は
、「
工

事
が
大
規
模
で
、
長
期
に
わ
た

る
」
場
合
に
開
催
す
る
。
今
回

の
工
事
は
、
そ
れ
に
あ
た
ら
な

い
。
今
後
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

を
公
開
予
定
。 

問

　町
道
田
中
線
歩
道
は
ケ
ヤ

キ
の
伐
採
・
移
植
あ
り
き
で
は

な
い
方
法
を
再
考
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
様
々
な
意
見
を
頂
い
た

上
で
の
総
合
的
な
判
断
で
あ
る

こ
と
を
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

買
い
物
困
難
へ
の
支
援
を

社
協
へ
の
補
助
拡
充
を

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

向
陽
坂
の
安
全
確
保
を

説
明
責
任

　果
た
す
べ
き

遠隔地以外でも求められている
「やしマルシェ」

職員増で手狭になった社協

伐採・移植しか方法はないのか…
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問
　
Ｒ
５
年
度
の
観
光
施
策
は
。

町
長
　
価
値
観
の
変
化
を
考
え

て
、付
加
価
値
化
へ
。ま
た
、Ｒ

６
年
度
ま
で
に
観
光
振
興
局
、

観
光
協
会
、
温
泉
旅
館
組
合
と

連
携
し
た
組
織
を
推
進
し
て
い

く
。

問
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
は
。

町
長
　
星
ヶ
塔
遺
跡
ツ
ア
ー
は

好
評
で
あ
る
。Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に

観
光
商
品
の
造
成
に
取
り
組
む
。

産
業
振
興
課
長
　
諏
訪
大
社
で

の
早
朝
体
験
に
よ
る
奉
仕
活
動

の
プ
ラ
ン
や
、本
陣
を
貸
し
切
り

に
し
た
体
験
な
ど
下
諏
訪
な
ら

で
は
の
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
造
成
を
検
討
す
る
。

問
　
Ｒ
５
年
度
経
済
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
も
の
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
中

小
企
業
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
関
す

る
支
援
や
、
産
業
競
争
力
の
強

化
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
。

問
　
中
小
企
業
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
物
価
高
騰
や

賃
上
げ
、
円
安
に
対
し
支
援
す

る
。

問
　
町
の
貸
付
制
度
の
継
続
は
。

産
業
振
興
課
長
　
利
用
者
の
声

を
重
視
し
な
が
ら
、
経
営
悪
化

に
対
す
る
融
資
は
継
続
を
検
討

し
て
い
く
。

問
　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
よ

る
Ｒ
５
年
度
歳
入
へ
の
影
響
は
。

税
務
課
長
　
Ｒ
５
年
度
は
町
民

税
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
。

法
人
税
は
収
益
減
に
伴
い
影
響

が
あ
る
と
み
て
い
る
。

問
　
鳥
獣
害
対
策
の
一
環
と
し

て
、
ジ
ビ
エ
肉
を
家
庭
で
消
費

す
る
た
め
の
補
助
制
度
は
。

産
業
振
興
課
長
　
安
定
供
給
で

き
る
体
制
や
、
ジ
ビ
エ
肉
の
活

用
方
法
、
販
路
の
構
築
が
必
要
。

行
政
と
し
て
関
わ
る
べ
き
内
容

が
あ
れ
ば
支
援
を
検
討
。

問
　
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
一

貫
し
た
伴
走
型
支
援
の
取
り
組

み
の
推
進
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
保
健
セ
ン
タ

ー
の
地
域
担
当
者
が
中
心
と
な

っ
て
、
産
後
か
ら
３
歳
児
ま
で
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に

行
う
。

問
　
住
宅
の
断
熱
向
上
改
修
を

重
点
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
改
修
補

助
金
の
再
設
定
を
。

産
業
振
興
課
長
　
今
ま
で
の
補

助
は
減
災
を
中
心
に
対
応
し
て

い
た
。

町
長
　
今
後
は
広
く
使
え
る
補

助
金
と
し
て
、
Ｒ
５
年
度
に
具

現
化
し
て
い
く
た
め
、
制
度
設

計
を
指
示
。
審
査
会
等
の
意
見

を
聞
き
、
よ
り
良
い
制
度
に
し

て
い
く
。

問
　
赤
砂
崎
の
民
間
業
者
の
意

見
や
提
案
状
況
と
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長
　
８
社
の
参
加

が
あ
っ
た
。
諏
訪
湖
や
富
士
山

を
望
む
眺
望
な
ど
立
地
条
件
が

良
く
、
飲
食
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
水
道
課
長
　
Ｒ
５
年
度
に

指
針
を
策
定
・
審
査
し
、Ｒ
６
年

度
以
降
に
営
業
開
始
を
目
指
す
。

問
　
対
象
地
域
の
拡
大
は
。

建
設
水
道
課
長
　「
ふ
れ
あ
い

渚
」
で
参
入
企
業
の
意
向
を
聞

く
。
今
後
の
拡
大
へ
の
検
討
・

研
究
を
し
て
い
く
。

町
長
　
今
後
、「
ふ
れ
あ
い
渚
」

以
外
の
部
分
で
の
運
営
も
し
て

い
き
た
い
。
今
後
、
検
討
・
研

究
し
て
い
く
。

問
　
参
入
業
者
の
審
査
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

建
設
水
道
課
長
　
今
後
、
有
識

者
２
名
を
含
め
た
審
査
会
を
立

ち
上
げ
て
決
定
し
て
い
く
。

　
P
F
Ⅰ
　
公
共
事
業
を
民
間

の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）を
活
用
し
、
公
共

施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改

修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営

を
行
う
公
共
事
業
の
手
法
。
地

方
公
共
団
体
が
発
注
者
と
な
り
、

公
共
事
業
と
し
て
行
う
も
の
で

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
よ
う

な
民
営
化
と
は
違
う
。

Ｒ
５
年
度
予
算
に
向
け
て

ジ
ビ
エ
肉
を
家
庭
で
も

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

赤
砂
崎
の
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
　
活
用

8しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

＜グループ名＞

＜所属議員＞

令 和 会

田 嶋 　 彰 議員
中 山 　 透 議員
中 村 光 良 議員

問

　新
年
度
観
光
活
性
化
へ
の
町
の
考
え
は

町
長
　
Ｒ
６
年
度
新
規
観
光
組
織
へ
変
革
す
る

た　 じま　　　 あきら

なか　やま　　　 とおる

なか　むら　みつ　よし

一
般
質
問



問
　
合
併
協
議
会
設
置
請
求
に

係
る
署
名
を
有
権
者
の
１
／
６

以
上
集
め
た
場
合
、
住
民
投
票

の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
再

度
署
名
を
募
る
必
要
は
な
い
と

思
う
。
手
続
き
の
簡
素
化
を
、

国
・
県
に
要
望
し
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
議
会
へ
付
議
す
る
こ
と

が
手
続
き
上
必
要
で
あ
り
、
簡

素
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

合
併
の
話
題
が
持
ち
上
が
る
状

況
で
は
な
い
た
め
、
手
続
き
を

簡
素
化
し
て
合
併
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

問
　
学
芸
員
資
格
を
生
か
し
た

業
務
に
従
事
し
て
い
る
町
職
員

の
人
数
は
。
ま
た
、
近
隣
５
市

町
村
の
現
状
は
。

総
務
課
長
　
産
業
振
興
課
文
化

遺
産
活
用
係
に
２
人
、
教
育
こ

ど
も
課
生
涯
学
習
係
に
１
人
、

図
書
館
に
１
人
の
合
計
４
人
。

近
隣
５
市
町
村
は
岡
谷
市
２
人
、

諏
訪
市
５
人
、
茅
野
市
８
人
、

富
士
見
町
３
人
、
原
村
２
人
。

問
　
広
域
連
携
で
学
芸
員
の
専

門
分
野
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
行
え
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
23
館
が
連
携
し

て
、
諏
訪
郡
市
博
物
館
等
連
絡

協
議
会
を
作
り
、
情
報
交
換
や

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
博
物
館
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
美
術
館

を
建
て
る
予
定
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
資
料
収
集
、

保
管
、
展
示
、
調
査
、
研
究
等
、

地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
運
営
す
る
も
の
。

町
長
　
美
術
館
の
建
設
は
、
財

政
状
況
、
今
後
進
め
る
べ
き
ハ

ー
ド
事
業
の
計
画
を
想
定
す
る

と
難
し
い
。
博
物
館
や
今
昔
館

お
い
で
や
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

50年後まで期待される博物館

花見新道の桜の状況

話題にのぼる
　　　状況にない

２市１町合併協
　設置請求に対する考えは

岩村 清司
いわむら きよ し

岩村 清司 町長
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いわむら きよ し

問
　
ま
ち
歩
き
の
た
め
の
歩
道

整
備
を
。

建
設
水
道
課
長
　
管
理
は
国
・

県
・
町
に
分
か
れ
る
。
国
・
県

に
は
熱
心
に
要
望
し
て
い
く
。

問
　
花
見
新
道
の
桜
の
管
理
は
。

町
長
　
老
木
は
承
知
し
て
い
る
。

桜
の
名
所
で
、
町
民
は
親
し
ん

で
い
る
。
今
後
、
バ
イ
パ
ス
整

備
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
と

あ
わ
せ
て
、
周
辺
住
民
と
植
樹

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
導
線

づ
く
り
は
。

産
業
振
興
課
長
　
四
ツ
角
駐
車

場
等
に
大
き
な
案
内
看
板
を
設

置
し
、歩
道
が
な
い
所
の
安
全
な

導
線
づ
く
り
に
努
め
た
い
。今
後

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
周
遊

観
光
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

町
長
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

進
め
る
中
で
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
中
に
周
遊
観
光
を
入
れ
て
、

門
前
の
人
通
り
を
増
や
し
た
い
。

問
　
当
町
の
全
国
学
力
調
査
の

状
況
は
。

教
育
長
　
全
国
・
県
平
均
を
下

回
る
の
は
、
小
学
校
理
科
の
み
。

問
　
今
後
の
対
応
は
。

教
育
長
　
学
び
へ
の
意
欲
を
高

め
る
た
め
、
で
き
た
こ
と
を
伸

ば
す
。
日
々
の
実
践
が
大
切
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
習
は
。

教
育
長
　
３
年
前
は
短
期
間
で

の
休
校
等
が
続
い
た
が
、
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
化
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
効
果
は
あ
っ
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
集
団
活
動
で
の
場

の
雰
囲
気
を
読
み
取
る
力
、
マ

ス
ク
で
、
口
、
顔
が
見
え
な
い

こ
と
か
ら
、
身
振
り
手
振
り
で

の
意
思
の
疎
通
を
深
め
た
い
。

問
　
参
観
日
に
保
護
者
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
操
作
の
指
導
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
中
学
校
で

は
支
援
の
必
要
は
な
く
、
小
学

校
で
は
ハ
ー
ド
面
の
支
援
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

授
業
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
現

状
で
も
よ
い
と
考
え
る
。

質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
て

町
の
文
化
の
継
承
を

博
物
館
・
美
術
館
の
今
後

一
般
質
問



問
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
対
す

る
考
え
は
。

町
長
　
企
業
を
訪
ね
、町
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
寄
附
を
募
る
こ
と
も
想

定
し
て
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

建
設
水
道
課
長
　
民
間
事
業
者

と
共
に
公
園
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
充
実
し
た
時
間
や
空
間
を

提
供
で
き
、
町
の
経
費
負
担
軽

減
に
も
な
る
。

問
　
当
町
に
お
け
る
参
画
は
。

建
設
水
道
課
長
　
赤
砂
崎
で
検

証
し
た
上
で
今
後
を
考
え
る
。

問
　
空
き
家
の
把
握
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
実
態
把
握
と

流
通
促
進
を
図
る
た
め
、
各
商

店
街
等
と
連
携
し
、
各
種
補
助

金
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
て

取
り
組
み
た
い
。

問
　
空
き
家
活
用
希
望
者
へ
の

支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
実
際
の
移
住

者
や
空
き
家
活
用
希
望
者
の
意

見
を
踏
ま
え
、
補
助
制
度
や
相

談
体
制
を
改
善
し
た
い
。

問
　
町
の
事
業
の
説
明
方
法
は
。

総
務
課
長
　
事
業
別
ガ
イ
ド
で

詳
細
を
出
し
て
い
る
。
よ
り
深

い
内
容
は
各
係
で
対
応
し
た
い
。

問
　
開
催
イ
ベ
ン
ト
の
評
価
は
。

産
業
振
興
課
長
　
ヨ
ル
ク
レ
バ

は
賑
わ
い
創
出
に
繋
が
っ
た
。

町
長
　
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ

化
は
避
け
、
数
年
間
隔
で
の
開

催
に
効
果
が
あ
る
。
大
規
模
で

な
く
賑
わ
い
の
創
出
が
大
切
。

問
　
第
８
波
の
対
策
内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
県
は
メ
デ
ィ

ア
、
町
は
広
報
紙
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

町長

町の魅力を
　　ＰＲして募る

企業版ふるさと納税を
　　　　　　　どう進めるか

樽川 信仁
たるかわ のぶひと

樽川 信仁
たるかわ のぶひと

問
　
保
育
園
の
通
園
バ
ス
で
の

置
き
去
り
を
防
止
す
る
に
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
保
育
士
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
。
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
安
全
装
置
設

置
に
努
め
る
。

問
　
子
育
て
中
の
移
住
者
か
ら

交
通
の
便
の
悪
さ
を
指
摘
す
る

声
あ
り
。
Ａ
Ⅰ
活
用
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
導
入
の
動
き
は
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
予
定
。
そ
れ
ま
で
は
、

現
行
体
制
の
利
用
を
促
進
。

問
　
保
護
者
用
連
絡
ア
プ
リ
で

の
外
国
籍
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
８
つ
の
言

語
の
翻
訳
機
能
が
あ
り
、
言
葉

の
壁
が
緩
和
さ
れ
る
と
み
る
。

相
談
へ
の
活
用
も
検
討
す
る
。

問
　
保
育
園
か
ら
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
持
ち
帰
り
廃
止
を
。

町
長
　
衛
生
管
理
面
等
検
討
。

「
子
育
て
し
や
す
い
下
諏
訪
町
」

に
な
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
光
熱
費
高
騰
の
中
、
庁

舎
・
公
共
施
設
の
節
電
対
策
は
。

総
務
課
長
　
適
正
温
度
で
の
冷

暖
房
使
用
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ

ォ
ー
ム
ビ
ズ
、
電
力
デ
マ
ン
ド

で
の
監
視
等
。

問
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
高
騰
対

策
の
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
価
格
の
上
昇

幅
が
小
さ
く
、
直
接
的
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

問
　
障
が
い
者
や
独
居
高
齢
者

ら
災
害
弱
者
の
避
難
計
画
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
Ｈ
29
年
策
定

済
み
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
と
、
今
年
度
国
の
モ
デ
ル

事
業
に
手
を
挙
げ
た
。

問
　
女
性
の
が
ん
患
者
へ
ウ
ィ

ッ
グ
購
入
費
の
補
助
を
。

町
長
　
県
で
助
成
事
業
を
検
討

す
る
と
聞
い
て
お
り
、
動
向
を

み
て
検
討
し
た
い
。

少
子
化
克
服
へ

公
募
設
置
管
理
制
度

商
店
街
の
空
き
家
対
策

分
か
り
や
す
い
説
明
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
今
後

ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト

個
別
避
難
計
画
作
成
は

教育こども課長

保育士が同乗し
　　　　　乗降確認

通園バス置き去り防止の
　　　　　　具体的施策は

野沢 弘子
の ざわ ひろ こ

野沢 弘子
の ざわ ひろ こ
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問
　
来
年
度
の
方
向
性
は
。

建
設
水
道
課
長
　「
下
ノ
諏
訪
宿

地
区
」
は
３
か
年
の
最
終
年
度

で
要
所
図
を
作
り
完
成
。「
諏
訪

湖
畔
地
区
」
は
俯
瞰
図
策
定
と

要
所
図
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
箇

所
の
選
定
。
県
が
進
め
て
い
る

都
市
計
画
道
路
赤
砂
東
山
田
線

周
辺
地
区
の
着
手
へ
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
。

建
設
水
道
課
長
　
湖
畔
へ
の
来

町
者
は
岡
谷
市
や
諏
訪
市
か
ら

が
多
い
。
感
想
は
町
が
コ
ン
パ

ク
ト
で
湖
畔
は
歩
き
や
す
い
。

飲
食
店
が
あ
れ
ば
等
が
あ
っ
た
。

問
　
立
地
適
正
化
計
画
策
定
は
。

町
長
　
福
祉
・
医
療
・
商
業
・
交

通
・
子
育
て
等
多
岐
に
わ
た
る
計

画
の
た
め
庁
内
で
横
断
的
に
検

討
し
、
策
定
に
は
外
部
の
関
係

者
の
協
力
も
。
人
口
減
少
の
中

で
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
形
成

に
対
応
し
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
。

問
　
楽
楽
ウ
ォ
ッ
チ
で
「
頑
張

り
を
見
え
る
化
し
、
運
動
に
張

り
合
い
を
持
て
る
」
と
し
て
い

る
が
利
用
者
増
の
考
え
方
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
自
主
的
に
介
護
予
防
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
楽
楽
ウ
ォ

ッ
チ
事
業
を
開
設
。
11
月
末
現

在
で
２
８
４
人
が
参
加
。
利
用

の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
ス
ト
レ
ッ
チ

動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
。

問
　
認
知
症
予
防
の
効
果
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
最
近
の
研
究

か
ら
「
よ
り
歩
く
と
認
知
症
に

な
り
に
く
い
」
と
分
か
っ
て
き

た
。
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る
情
報

で
、
日
ご
ろ
の
運
動
習
慣
を
調

べ
た
結
果
、
多
く
歩
い
た
人
の

方
が
高
成
績
に
な
っ
た
。
歩
く

と
全
身
の
血
流
が
良
く
な
り
酸

素
や
血
液
が
脳
に
多
く
届
き
認

知
症
に
な
り
に
く
い
。

楽楽ウォッチ

下ノ諏訪宿の俯瞰図が
昨年度完成

地区の俯瞰図・
　　要所図策定へ

新年度のグランドデザイン事業
について

青木 利子
あお き とし こ

青木 利子 町長

しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

あお き とし こ

問
　
円
安
や
イ
ン
フ
レ
に
伴
う

個
人
企
業
向
け
町
独
自
の
経
済

対
策
は
。
特
に
、
建
設
業
で
は

資
材
が
高
騰
。
建
設
業
界
へ
の

テ
コ
入
れ
が
急
務
。
防
災
の
観

点
か
ら
耐
震
化
工
事
の
補
助
金

拡
大
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
に
呼
応
す

る
高
気
密
高
断
熱
住
宅
等
へ
の

補
助
金
等
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
等
も
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長
　
よ
り
大
き
な
経
済
効
果

と
、
町
全
体
に
波
及
す
る
よ
う

な
制
度
設
計
が
大
切
。
国
・
県

の
交
付
金
と
町
施
策
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

問
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
具

現
化
、
実
行
と
予
算
化
は
。

町
長
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

次
の
段
階
。
湖
畔
エ
リ
ア
な
ど

５
地
区
に
拡
大
し
、
地
区
の
考

え
を
聞
き
な
が
ら
、
全
９
か
年

で
完
成
し
て
い
く
。

問
　
個
別
避
難
計
画
の
推
進
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

町
長
　
モ
デ
ル
地
区
で
作
成
に

着
手
し
て
お
り
、
避
難
訓
練
を

行
う
。
町
全
体
へ
の
拡
大
は
Ｒ

５
年
度
か
ら
３
年
程
度
か
け
て

進
め
た
い
。

問
　
商
連
カ
ー
ド
の
使
用
で
き

る
場
所
な
ど
の
拡
大
を
。

産
業
振
興
課
長
　
前
向
き
に
研

究
す
る
。

問
　
オ
ル
ゴ
ー
ル
通
り
の
歩
道

カ
ラ
ー
化
は
。

町
長
　
来
年
度
に
進
め
る
。

問
　
国
保
特
別
会
計
の
健
全
化

に
お
い
て
、
Ｒ
３
年
度
国
保
税

収
入
未
済
額
が
約
５
６
０
０
万

円
以
上
あ
る
。
税
の
徴
収
方
法

な
ど
工
夫
を
。

税
務
課
長
　
納
税
者
に
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
公
平
性
を
考

え
徴
収
し
て
い
る
。
電
子
決
済

な
ど
工
夫
し
、
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
方
に
は
国
保
税
優
先
納

入
を
お
願
い
し
た
い
。

町全体に
　　経済効果を

町独自の
　　　経済対策が必要

林　元夫
はやし もと お

林　元夫 町長
はやし もと お

G
デ
ザ
イ
ン
９
年
か
け

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

一
般
質
問

11



参加者：商工会議所会頭、副会頭、専務理事、全議員

　商工会議所の町に対する要望や、町の経済状況
とウィズコロナへの商工会議所の考えについて説
明を受けました。また、町へ提出された諏訪６市
町村広域合併の早期実現についての要望内容につ
いてもお聞きしました。

問

　「こ
ど
も
食
堂
」を
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に

固
定
し
た
場
所
で
行
え
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
こ
ど
も
未

来
基
金
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

３
団
体
に
支
援
金
を
給
付
。
居

場
所
づ
く
り
や
貧
困
対
策
と
し

て
意
義
の
あ
る
事
業
な
の
で
、

支
援
策
を
周
知
し
、「
こ
ど
も
食

堂
」の
活
動
の
輪
を
広
め
た
い
。

問

　デ
ジ
タ
ル
化
で
人
間
味
の

希
薄
化
が
問
わ
れ
る
中
で
、
家

庭
教
育
の
あ
り
方
を
町
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長
　
教
育
の
基
本
は
「
家

庭
教
育
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
人
間
味
の
希
薄
化
が
進
ま

ぬ
よ
う
、
地
域
社
会
や
学
校
、

行
政
、
企
業
等
も
力
を
合
わ
せ
、

子
育
て
家
庭
の
支
え
と
な
り
、

社
会
全
体
で
子
育
て
や
家
庭
教

育
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
ま
た
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
、
そ
の
子
に
合
っ
た
環
境
で

学
び
を
継
続
す
る
こ
と
も
大
切
。

問

　社
会
に
お
け
る
女
性
の
地

位
向
上
に
よ
り
、
活
力
あ
る
社

会
の
実
現
を
望
む
が
、
町
の
考

え
は
。

町
長
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
女
性
の
参
画
が
必
要
不
可

欠
。
各
種
関
係
機
関
と
情
報
共

有
を
図
り
、
女
性
の
地
位
向
上

を
確
立
し
た
い
。

総
務
課
長
　
各
種
委
員
会
や
協

議
会
へ
の
女
性
の
参
画
比
率
を

引
き
上
げ
た
い
。
意
思
決
定
の

場
に
女
性
が
参
画
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

問

　文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

の
新
た
な
実
施
設
計
と
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
昨
年
度
作

成
し
た
実
施
設
計
を
ベ
ー
ス
に
、

工
事
の
削
除
や
追
加
、
資
材
の

再
積
算
を
地
元
業
者
に
委
託
す

る
。
昨
年
度
の
設
計
が
無
駄
に

な
る
こ
と
は
な
い
が
、
見
直
し

に
伴
う
設
計
料
は
生
じ
る
。

ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教育こども課長

支援策を周知し
　活動の輪を広めたい

子育て支援と
　　　　家庭教育について

大橋 和子
おおはし かず こ

大橋 和子
おおはし かず こ

12

こども食堂のお弁当

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和5年1月27日

議
会
掲
示
板

議会が行った活動をお伝えします。

商工会議所との懇談会
（11月８日）

商工会議所との懇談会
（11月８日）

参加者：両議会の議長、副議長、常任委員長、議
会運営委員長
　各議会のⅠＣＴ化について、現状や課題を出し
合って情報共有をしました。喫緊の課題である議
員のなり手不足についても意見交換を行いました。

南知多町議会とのオンライン交流会
（11月18日）

南知多町議会とのオンライン交流会
（11月18日）

　子どもや高齢者、障がい者等経済的困窮者だけ
でなく、広く町民の相談に取り組んでいる等の事
業内容についてお聞きしました。今後の課題とし
ては、事務所スペースの検討や町からの補助金の
あり方等が挙げられました。

町社協との懇談会
（11月17日）

町社協との懇談会
（11月17日）

参加者：事務局長、次長、地域福祉推進係長、地域
包括支援センター係長、在宅福祉推進係長、全議員



議
会
懇
談
会

しもすわ町議会だより
令和5年1月27日13

議 会 懇 談 会議 会 懇 談 会
令和４年11月11日、４分科会に分かれて少人数で懇談会を開きました。
各分科会で出された主な意見をご紹介します。

・花見新道の桜の老木対策や枯れ葉処理対策を
・企業へ災害ボランティア募集の働きかけを
・災害時に対応できる体制づくりで防災意識日本一の町に
・医王渡橋上流の砥沢からの土砂流出に対応を
・防災訓練時の防災士の位置づけが必要
・福祉避難所の設置を

分科会テーマ 生活環境・防災・減災 参加者７人　担当議員：松井・田嶋・中村

・旧矢﨑商店を移住者のターニングポイントに
・町内会の存続が厳しいから役員を受けて欲しい
・軽トラ・トランクマーケットのベンチャービジネスの活性化
・子どもから高齢者が参加できるイベントの開催を
・秋宮周辺のレトロ町並みを観光化に
・情報発信を外部委託で発注しリピーターの増を

分科会テーマ分科会テーマ 町の活性化 参加者７人　担当議員：中山・樽川・青木

・独身女性が暮らしやすい環境の提供を
・子ども食堂の拡大と支援
・多文化共生に対する理解と支援の拡充を
・町の公共交通を使いやすく
・兄弟は同じ保育園に通えるように
・子どもの衣服や中学生の制服等の物々交換の場の提供を
・日曜・休日の保育をして欲しい
・子育てにかかる費用への支援を

分科会テーマ分科会テーマ 子育て（教育） 参加者６人　担当議員：大橋・野沢・金井・森
～オンラインで実施～

・介護に必要な情報の発信を
・認知症の親の介護で困っているときに支援の体制を
・要介護１・２の介護保険によるデイサービス等利用の維持を
・介護をする人同士のコミュニケーションの輪を広げて
・生活困窮者への支援拡大を
・防災無線が聞きづらいから検討を

分科会テーマ 介　護 参加者４人　担当議員：林・岩村・森



議員定数を減らすことは、多種多様な意見を議会に反映することを、
かえって妨げることに繋がってしまう。４か月後に迫った町議選ま
でに結論を出すのは、強引すぎる。１議席減らした後の議会運営を
どうするのか、全く議論を経ないままの、条例改正はあり得ない。

国のなり手不足への対策として費用を補助する制度ができる。
この制度を活用できるＲ５年４月の選挙を見守ってからでも良いので
はないか。少しでも町民の声を吸い上げるために、町民に許容して頂
いている現状の中で定数削減を言い出すタイミングでないと思える。

特
別
企
画 しもすわ町議会だより

令和5年1月27日15

特
別
企
画しもすわ町議会だより

令和5年1月27日 14

　12月定例会最終日に、議員定数を現在の13人から１人減らし12人にする条
例改正案が議員提案され（提出者：林元夫議員、賛成者：樽川信仁議員、岩村
清司議員、青木利子議員、大橋和子議員）、本会議場で審議しました。
　提案理由の説明や、各議員の討論内容の要旨は、以下のとおりです。

　12月定例会最終日に、議員定数を現在の13人から１人減らし12人にする条
例改正案が議員提案され（提出者：林元夫議員、賛成者：樽川信仁議員、岩村
清司議員、青木利子議員、大橋和子議員）、本会議場で審議しました。
　提案理由の説明や、各議員の討論内容の要旨は、以下のとおりです。

林　　元夫
はやし もと お

選挙するつもりで立候補するのだから削減はしなくてもよい。
住民の声を広く聞くためにも定数削減はするべきでない。
なり手不足を理由に定数削減は本末転倒である。
人口に対する議員数においては箕輪町に続いて２番目の少なさである。

住民からの要望として多くの方々から定数減を望まれた。
住民の声は大事であると感じた。
定数減の報道がある度に「その方向で頼む」の声が多く聞こえる。
若手の議員の加入を、何としてもしたい。

樽川　信仁
たるかわ のぶひと

けい　こ

本議案に対しては、十分な議会での検討がされていないこと、住
民への意見聴取がされていないことから、もう少し時間をかけて
話し合った方がいいと思う。

議会での議論・検討もなく、議会として住民からの意見も集約でき
ていない中での議案提案には、反対。
定数減で、議員の負担感増大、住民が議員の活動を身近に感じられ
なくなる、当選ラインが上昇し新人の参入が難しくなる。

一人一人の資質を町民は見ている。選挙で選ばなくてはだめだ。
何もしないでいるよりも町民の信頼を得るために選挙は必要。
議員は選挙により選ばれることが大事である。
住民の大半が議員削減を望んでいる。

岩村　清司
いわむら きよ し

青木　利子
あお き とし こ

20年に２度しかなかった選挙から、選挙の大事さを感じている。
選挙を行うことで、住民の声を聞くことができ、自分の考えや主張
を伝えることが大切。それが、議員活動に役立つ。
長和町議員との懇談で、選挙選出の意義を感じた。

野沢　弘子
の ざわ ひろ こ

金井　敬子
かな い けい こ

大橋　和子
おおはし かず こ

中山　　透
なかやま とおる

増沢　昌明
ますざわ まさあき

中村　光良
なかむら みつよし

松井　節夫
まつ い せつ お

田嶋　　彰
た じま あきら

無投票が続き町民の意思表示の機会がない状況は、改善すべき。
富士見町を参考にすれば、１人削減は妥当と考える。
定数削減への町民理解は、得られると思う。

選挙で選ばれた議員は、議員資質の向上に寄与している。
無投票は、町民の議員に対する尊厳を損ねる。
町民のために何ができるのか、そのためにもこの条例改正に賛成
する。

一度減らした定数を元に戻すことは容易ではない。
地域コミュニティの弱体化が進む中、身近な議会を目指すべき。
議案説明を聞いても無投票の説明はつかない。
身近な議会を目指して地道に研究実践を続けることが大事である。

選挙が20年のうちで２回しか行われておらず、無投票は避けるべき。
選挙による住民の議員に対する後押しが必要。
無投票当選は、住民の理解と尊厳をも奪ってしまうものと考えられる。
委員会構成は２常任委員会５人ずつと議長の11人が必要最低限だが、出
馬抑制に繋がってもいけないし、急な欠員も考えれば、１減が適当と考
える。

提　案　理　由提　案　理　由
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議会での議論・検討もなく、議会として住民からの意見も集約でき
ていない中での議案提案には、反対。
定数減で、議員の負担感増大、住民が議員の活動を身近に感じられ
なくなる、当選ラインが上昇し新人の参入が難しくなる。

一人一人の資質を町民は見ている。選挙で選ばなくてはだめだ。
何もしないでいるよりも町民の信頼を得るために選挙は必要。
議員は選挙により選ばれることが大事である。
住民の大半が議員削減を望んでいる。

岩村　清司
いわむら きよ し

青木　利子
あお き とし こ

20年に２度しかなかった選挙から、選挙の大事さを感じている。
選挙を行うことで、住民の声を聞くことができ、自分の考えや主張
を伝えることが大切。それが、議員活動に役立つ。
長和町議員との懇談で、選挙選出の意義を感じた。

野沢　弘子
の ざわ ひろ こ

金井　敬子
かな い けい こ

大橋　和子
おおはし かず こ

中山　　透
なかやま とおる

増沢　昌明
ますざわ まさあき

中村　光良
なかむら みつよし

松井　節夫
まつ い せつ お

田嶋　　彰
た じま あきら

無投票が続き町民の意思表示の機会がない状況は、改善すべき。
富士見町を参考にすれば、１人削減は妥当と考える。
定数削減への町民理解は、得られると思う。

選挙で選ばれた議員は、議員資質の向上に寄与している。
無投票は、町民の議員に対する尊厳を損ねる。
町民のために何ができるのか、そのためにもこの条例改正に賛成
する。

一度減らした定数を元に戻すことは容易ではない。
地域コミュニティの弱体化が進む中、身近な議会を目指すべき。
議案説明を聞いても無投票の説明はつかない。
身近な議会を目指して地道に研究実践を続けることが大事である。

選挙が20年のうちで２回しか行われておらず、無投票は避けるべき。
選挙による住民の議員に対する後押しが必要。
無投票当選は、住民の理解と尊厳をも奪ってしまうものと考えられる。
委員会構成は２常任委員会５人ずつと議長の11人が必要最低限だが、出
馬抑制に繋がってもいけないし、急な欠員も考えれば、１減が適当と考
える。

提　案　理　由提　案　理　由



好きです しもすわ好きです しもすわ
　
昨
年
の
12
月
か
ら
大
和
会
長
の
後
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

　
下
諏
訪
町
に
は
54
名
の
民
生
委
員
と
３
名
の
主
任
児
童

委
員
が
い
ま
す
。任
期
は
１
期
３
年
で
す
が
、中
に
は
４
期

に
わ
た
り
民
生
委
員
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

組
織
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
高
齢
化
し
て
い
ま
す
が
、地
域
住

民
の
た
め
に
と
高
い
志
を
持
ち
、元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
１
０
５
年
続
く
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、

民
生
委
員
を
知
っ
て
い
て
も
そ
の
役
割
や
活
動
内
容
ま
で

知
っ
て
い
る
人
は
わ
ず
か
５・
４
％
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
あ
り
ま
す
。多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に「
学
校
に
は
学
級
委
員
が
い
る
よ
う
に
町
に
は
民
生
委
員

が
い
ま
す
」と
い
う
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、地
域
住
民
の
状
況
把
握
、困
り
ご
と
の
相

談
や
助
言
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、高
齢
者
の
見
守

り
活
動
や
子
供
の
登
下
校
の
声
掛
け
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。少
子
高
齢
化
、地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、ひ

き
こ
も
り
、Ｄ
Ｖ
等
だ
け
で
な
く
、コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、民
生
委
員
の
役
割
発
揮
が
求

め
ら
れ
ま
す
。何
か
困
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
特
別
企
画
14
・
15
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
「
議

員
定
数
削
減
!?
私
は
こ
う
考
え
る
！
」
は
12
月

定
例
議
会
に
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
、

「
議
員
定
数
を
現
在
の
13
人
を
12
人
に
削
減
す

る
条
例
改
正
」
を
受
け
て
の
各
議
員
の
意
見
を

要
約
し
た
も
の
で
す
。
本
会
議
で
は
賛
否
６
対

６
の
同
数
に
な
り
、
議
長
裁
決
で
否
決
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
い
て
は
４
月
か
ら
議
員
の
な
り
手

不
足
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

議
員
間
合
意
に
は
至
ら
ず
、
議
員
提
案
と
し
て

議
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
公
平
無
私
の
立
場
の
議
長
で
す
が
、
希
望
も

含
め
て
意
見
を
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
無
投
票
を
避
け
る
た
め
に
議
員
定
数
を
削
減

す
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
大
切
な
視
点
は
議
会
の
機
能
を
達

成
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
地
域
性
や
財
政
面
か

ら
議
会
規
模
を
議
論
す
べ
き
で
す
。

　
一
つ
は
住
民
の
多
様
化
す
る
住
民
要
望
を
拾

い
上
げ
、
政
策
提
案
す
る
と
と
も
に
、
町
行
政

執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
事
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
議
案（
予
算
や
条
例
）の
審
議
を

す
る
わ
け
で
す
が
、
専
門
性
を
確
保
し
つ
つ
効

率
的
に
議
論
す
る
に
は
何
人
が
適
正
か
で
す
。

一
般
的
に
会
議
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
何
人
が

適
正
か
を
検
討
し
、
常
任
委
員
会
数
（
下
諏
訪

議
会
は
総
務
経
済
常
任
委
員
会
と
生
活
文
教
常

任
員
会
の
２
委
員
会
）
を
乗
じ
た
も
の
に
、
ど

の
委
員
会
に
も
加
わ
ら
な
い
議
長
１
人
を
プ
ラ

ス
す
る
事
が
一
般
的
で
す
。
一
委
員
会
を
５
人

と
す
る
と
11
人
で
す
し
、
６
人
と
す
る
と
13
人

に
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
自
治
体
の
人
口
、
地
形
、
財

政
規
模
な
ど
も
議
員
定
数
の
要
素
に
な

り
ま
す
。
類
似
団
体
の
町
村
を
研
究
す

る
事
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
無
投
票
だ
か
ら
議
員
定
数
を
減
ら
す

と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
安
直
で
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
で
す
。
一
定
の
根
拠

を
示
さ
な
い
と
水
掛
け
論
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
声
を
加
え
て
、
継
続

し
て
議
論
を
深
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

議長のつぶやき議長のつぶやき

「議員定数見直し」
継続議論を

「議員定数見直し」
継続議論を
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皆
さ
ん
、
新
年
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
た
か
？
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
付
き
合
い
が

ず
い
ぶ
ん
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
明
る
く
前
向
き
に
毎
日

を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　
今
号
か
ら
新
し
い
「
議
会

モ
ニ
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
モ
ニ
タ

ー
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
ご
意

見
を
紙
面
に
生
か
す
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
が
、「
用
語

や
横
文
字
が
難
し
い
」
と
の

ご
意
見
が
、
な
か
な
か
ゼ
ロ

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
任
期
は
残
り
３

ヶ
月
足
ら
ず
で
す
が
、
日
々

努
力
を
重
ね
ま
す
。ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
金
井
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